20120930　1部礼拝
法より上の神様の愛(ルカ14:1-6)
　あるやりを売る人がこのように叫んでいました。「この槍（やり）は地球上、どういうものでも貫通する。貫通できないものは絶対ありません」。そして、その人は盾も売っていました。それで、今度は盾を売るために「この盾は世界のどんな鋭いものでも全部防ぐことができます」と。すると、そこを通りかかった人が「それならその槍で、その盾を刺してみなさい」と言いました。結局、そこから「矛盾」という言葉が生まれたようです。このように自分なりに「これは絶対です。こうです」と強く主張しているのに、それが矛盾だらけであって結局、答えにならない、自分の中でもこんがらがってしまうようになるのを矛盾というのではないでしょうか。これが槍と盾の場合ならまだましでしょうが、もし私たちの人生そのものがそのような矛盾の中を歩いている、また矛盾だらけの人生であれば、まるで霧の中、雲の中をさまよっているような状態ではないでしょうか。でも残念ながら気づいていないでしょうが、世の中の多くの人がこのような矛盾をかぶって人生を歩いているわけです。その人も自分でそれが矛盾になるとは思っていなくて、とにかく商売のために大きな声で叫んでいたでしょう。そのように私たちも矛盾の中にさまよっているということを知らないでそのような人生を歩いている場合が多くあります。その矛盾だらけの中を歩いて結局は答えのない、失敗に終わるしかない人生から抜け出して、本当に確かな何かをつかんで突き進むことができるためにはどうすればよいでしょうか。
　今日の聖書を見ていてもそのことがよく記されています。イエスさまが安息日にパリサイ人の家に食事のために入ったときに、イエスさまの真正面に水腫という病気を患っている人がいました。そして、この前もイエスさまが安息日に人を癒されたことが話題になったことがあります。そういったことがあったので皆がじっとイエスさまのことを見つめていました。病気の人が目の前にいるし、今日はまた安息日なので、以前もあれほど大騒ぎになったことなので、どうするのだろうという思いでいたでしょう。だから、じっと見つめていたと書いてあります。そこでイエスさまが律法の専門家、パリサイ人たちに「安息日にこのような病気の人を治すことが良いことなのかだめなのか」と聞きました。なぜなのかというと彼らは「だめだ」と疑わず信じていたからです。それが正しいと絶対的に信じていました。安息日に神様に喜ばれるためには仕事などしてはいけない、それから病気を治すこともだめというところにまでなっていました。そこで彼らは前に1回、経験があるので黙っていました。それでイエスさまは彼を抱いて癒し帰されました。それから、イエスさまがおっしゃいました。「もし自分の息子や牛が井戸に落ちたのに、今日、安息日だということでそれは仕事なので助けてはいけないと助けない人があなたがたの中にいるのですか」と。皆、息子、自分の家畜が井戸に落ちたり穴に落ちた場合には、迷いなく何も考えないで、すぐに助けるでしょう。だから、それは矛盾なのです。彼らは法をしっかり守るべきだと守るつもりです。でも、彼らは自分たちが守ろうとしているその法、法律は自分で破ります。それを守るのが正しいと信じていて徹底的に守っているつもりなのに、自分たちが破ってそれに引っかかるようになる者です。これが矛盾です。それで彼らは答えることができなかったと今日の聖書には書いてあります。彼らは自分なりには何かの主張を持って何かの決まりの中で自分なりには必死で頑張っています。でも、結局、本物が来て探ってみると矛盾だらけなのです。それが今日、ばれて現れるようになりました。私たちがこのパリサイ人のように自分でもそうなのかどうかも知らないうちに矛盾だらけの人生を歩いていく、そこから抜け出して本当に勝利の人生を歩むということはどうすればよいでしょうか。

私たちはまず第1に神様の愛はすべての法の上であるということをまず覚えていないといけません。それが今日のこの出来事をとおして神様がもう一度私たちに語っていらっしゃるメッセージです。神の愛は世の中にあるいかなる法律、決まり、ルール、道徳、法のすべてを上回ってその上にあるものです。つまり、それは最優先すべきものであるということでしょう。これがわかっていない限りは矛盾の人生から抜け出すことは難しいです。法律がいらない、法は無視してもよいという意味ではありません。法律、法は必要なものです。いろいろな意味がありますが根本的には法律が必要なのは、人が限界があり矛盾だらけで弱さを抱えている者なので法律が求められます。逆に考えると、もし一人一人が本当に神様の愛が何かわかって神の愛を持って生きていくのであれば法律などはいらないかもしれません。そうではないでしょうか。つまり、裏返しますと法律があってそれがもっともっと細かくなるというのは、結局、この社会と人間関係やいろいろなことを維持するために必要なものでしょうが、それはそれが必要であるほど私たちは弱々しいという裏返しではないでしょうか。だから、法律と言うのはもちろん必要なものであります。けれども、必要であることの同じ理由でその法律、決まりというものは限界があるものです。それは私たち人間が結局は罪人で弱い者なので、愛のない存在ですから法律でなければ守られないのです。それが律法が与えられました第1の理由でもあります。「目には目を、歯には歯を」。それが律法の代表的な内容ですが、なぜ「目には目を」と言われたのでしょうか。目がやられたので目をやり返しなさいという意味ではありません。人間というものは目をやられるとその人を殺します。だから、目でストップしなさいとそれほど人は悪に満ちている罪人なので法律や決まりが必要な存在です。これを人々は誤解していて、特にイスラエルの人々はその法律や律法、ルールを自分たちが守れる偉い者だと勘違いしました。でも、法律はそうではありません。それがきちんと守れるくらい神の愛に満ちている者であれば、法律、決まりなどは実は要らないのではないでしょうか。そうではないでしょうか。イエスさまもおっしゃいました。いろいろな法律があって、しかし、神を愛し隣人を自分のように愛する、この中に全部ありますと。もし神を愛する、また隣人を愛するその愛が本当にあればそれは律法をすべて全うすることであり、いちいち決まりなどはいらないものです。そこで最善の道が必ず見つかるはずです。でも、人間は神から離れ、そのような愛などはまったく欠けている者ですし、罪を持っている者なので肉の欲に捕らわれて生きるしかない存在ですので、律法、法律、決まりなどが必要になるわけです。もちろんそのような状態の中で積極的ないろいろな意味もあるでしょうが、第1の根本的な理由はそういうところにあります。ですから、裏返しますと決まり、道徳、ルールなどは必ず限界があります。人間そのものが弱いから与えられたものなので、結局、人がその律法をすべて完璧に守ることができません。そのため限界があるのです。そして、よくよく考えてみるとこの決まりや律法という法というものは 守ると当たり前で、守らないと裁かれるものです。そういうものです。そこにたとえば愛が無くても決まりそのとおりに形式的に守れればそれでよいと、その人の本音がどうなのかどうか全く関係なく、それは律法、ルールの限界というものなのです。守れば良いのではないかと。そして、その人がどういう事情で破ったのかわかりませんが、事情などいらない、破ったのならばルールに従って裁かれなければなりません。それが限界というものです。今、法、また律法という言葉を使いましたが、それは私たち世の中では道徳、倫理、ルール、決まり、規則、いろいろな言葉として使っているものです。彼は安息日という法、ルールを持って病気の人を治してはいけないというルールがありました。それでイエスさまはそのようなルールや法を握っているパリサイ人の前で法や法律、ルールを超えた神の愛を示されました。それが神様の愛です。神様の愛はルールを超えてルールより上であり、その先に進むものです。神様の愛と言うのは単なる人間的な愛情、感情的なものではありません。人はこの神の愛でなければ人の人生は変わらないし、助かることはできません。神様の愛というものは今日、安息日に病気の人を癒した、彼らの基準から見たときには安息日のルールをすべて破ってまでその病気の人を治した、その神さまの愛ですが、その主人公であるイエスさまによって人を癒す、真の癒し、それが神様の愛です。人間は神の癒しが必要な存在です。だから、神様の愛、つまり、イエスさまによって人が癒されること、神の真の癒し、これに先立ってこれを邪魔するような、これに何かの理由になるようなものは理論であれ、状況であれ、存在しないということです。それが聖書に書いてある彼らの勘違いなのですが、文字通りの安息日のルールだからといって神の愛を邪魔することはできません。それを今日の聖書は私たちに示していらっしゃいます。この神の愛が分かっていれば、神の愛がすべていかなるものより全て上であり最優先であるということがわかっていれば、その人は迷いの人生が終わり、また矛盾の人生、雲の中を歩くような人生から抜け出して自由になることができるのです。イエスさまによって他にはどこに行っても癒してもらうことができない人のたましいが根本から癒される癒やしが求められます。そうでないと人はたとえ成功したといってもその人は幸せになれないし、その人の人生の問題は解決しません。そして、人は心と精神が癒され、また肉体の病気も癒され、その人の人生、生活、生き方そのものも癒され、未来も結局は永遠までも癒される必要がある者です。それは神様の愛以外にはありません。神様は私たちを裁いて滅ぼそうとする神様ではありません。神様の基準はどうすればもうすでに滅びている、希望のない人間をどのようにして癒して彼らを助けることができるかが神様のテーマであり、神様の願いです。それはすべていかなるものより上だということを今日の聖書は私たちに教えています。それで神様の愛のこと、イエスによって私たちが癒されること、根本から人生そのものがすべて癒される、その癒しの祝福には理由がありません。いかなる理由でもそれに付けてはいけません。それがイエスさまによって明らかに示されました神様の愛です。聖書にはこう書いてあります。「イエス・キリストが十字架にかけられることによって私たちに対する神様のご自分の愛を明らかに示された」と。「神は実にそのひとり子イエスをお与えになったほどに世を愛された。それはひとりとして滅びることなく、永遠のいのちを持つためです」と。これが神様の愛です。それなのにパリサイ人、律法学者などは律法、法律、決まりを握っていて、その愛が塞がれてしまいました。それにイエスさまが彼らのルールをすべて破って神の愛を示されたのです。彼らはたぶんいまだに理解できていないでしょう。
ある韓国の牧師の話を聞いているときにこのような話を聞きました。韓国には軍隊の制度があります。軍隊に行くと男は少し違うでしょうが、特にお母さんの場合は軍隊の世界が分かっていないので、とにかくもう殺されるために行くのではないかという気持ちです。特に親の場合はこれでもうおしまいではないのかと皆軍隊に行くとき涙を流します。それほどそこは地獄に行くような気持ちとして受け止めます。それで、その牧師が若いときに軍隊の招集状みたいなものが届いて、お母さんがいやだと思いました。そこはとにかく苦労しているところなので、国を守るとかそういうレベルの話ではなく、「あの後ろの山に小屋を作って逃げ込むのはどうなの」とお母さんが言ったようです。すると、その息子は少し笑いながら「そうすると法律違反ですよ。大変なことになりますよ 」と言ったときにお母さんが日本語の表現がうまくできませんが「法律がなんだかんだと言うのはわからない。おまえが確かにそこに行かないで安全に守られればよい」言いました。お母さんはそこに行くのが危険だと思ったのです。それがお母さんの愛です。もちろん、人間の愛にはいろいろな限界があるでしょうけれども、聖書には神様の愛を親の愛に例えることがたくさんあります。法律を破ってはいけないでしょう。でも、愛はその上です。それによって左右されたり、どれが塞がれたり、あるいはダメージを受けたりするようなことになってはいけないし、そういうものではありません。イエスによって人が助かって、人が救われて、人が根本から癒されて、また人生そのものが癒されて光の中を歩いて光り輝く素晴らしい勝利の人生を歩むようになる、それが神様の愛でありますが、それを邪魔するようなことは存在しません 。それをまずクリスチャンの私たちがしっかりと分かっていないといけません。皆さんはイエスさまによる神様の癒しの祝福、神様の愛のことをどのように考え受け止めていらっしゃったのでしょうか。それは優先中の優先であり、絶対的な優先です。それを覚えていてください。そうすることによって、私たちも知らないうちにこのパリサイ人のように私たちにしみ込んでくっついていて、神様の愛をありのまま素直に思いきり存分に受け入れて味わうことができないように邪魔する様々なもの、それが振り払われるようになります。そこからスタートです。まずは神様の愛を心から喜ばないといけません。それなのにクリスチャンでありながらも、それがなかなか見られない、自分のものになりません。それにはいろいろなことが頭の中を渦巻いているのですが、そういったことが一切力を振るうことができない、それが神様の愛です。これが正しいのか正しくないのか、正しいものを正しくないと言うつもりはありません。でも正しいか正しくないかを一生懸命争っているうちに神の愛が薄れて神の愛が見えなくなると、それは正しいことではありません。どんなに正しいことが証明されたとしてもそれは意味がありません。正しいか正しくないかの前に先に神の愛です。そうでなければ、私たちは自分ではそういうつもりはないのですが、実際的にはあらゆるいろいろなものに足を引っ張られ、自由のない束縛の人生を送るしかありません。パリサイ人と同じように。それが矛盾です。聖書を見ていても私たちがもし神の愛、イエスによる 神の救い 、これが最優先でいかなるすべてのルールよりはるかに上だということが理解できていないと聖書もなかなか理解できません。聖書を見ていても、すべて社会正義や道徳、倫理の方にしか、そういう見方しかできません 。それは仏教に行っても、創価学会に行っても、小学校の道徳の本を見ていても全部書いてあります。それをわざともう一回、教会の講壇で教える、それが教会ではありません。聖書はそのような教えではありません。そのすべての上です。今、全世界が騒いでいてあらゆるところに自然災害によって、また紛争が起きたりしていますが、皆さんはそれを見てどう思うのですか。そこに神の愛が無ければ答えはありません。国連が入って紛争が終わったとしてもそれは平和とは言えません。イエスでなければいけません。最優先です。それをクリスチャンの私たちが安息日に病気の人を抱いて癒されましたイエスさまのことを見ながら、そのメッセージをしっかり心に留めなければなりません。
あるときにタマルというお嫁さんが 結婚して子どもが生まれる前に旦那さんが死んで、その弟がまた旦那になったのですが死んで、最後の末っ子がまだ幼いので少し大きくなって結婚の年になれば結婚させるという約束をもって別れて暮らしていました。でも、その子供が大きくなったにもかかわらず結婚させる気が見えません。たぶん、またあの女の人と結婚すると死ぬだろうと思って、その舅が約束を破っていたと思います。それでタマルと言うお嫁さんが娼婦の格好をしてお酒に酔っぱらって歩いている舅を誘惑して一晩寝ました。それから、子どもが生まれるようになりました。それが発覚しその舅が嫁から子どもが生まれたということを聞いたので、もう怒り心頭で「早く呼んできなさい。石打にして殺すべきだ」と、法に基づくとそうなります。でも、彼女が事情をすべて説明したときにその舅がこのように言いました。「あなたが私よりずっと偉い」と。理解できますか。だから、そういうようにしてもよいという話ではありません。でも、彼女が舅と寝たと言う道徳的な話の前に、彼女はイエス・キリストのメシヤ、すべての神の愛の塊であるイエスが来られるための種を産まないといけない、そのような台に立っている女性でした。それが子どもが生まれないと、結婚させないと塞がれるようになります。つまり、救い主メシヤが来られることが邪魔になるのです。神の愛、イエスの他には人が癒されることはできないし、人の救いはどこにもありません。だから、もしここで塞がれると神の愛は実現できません。ですから、法律、道徳から見たときには変なお話でしょうが、そのすべての上です。だからといってその舅がやったことが方法として良いことなのかどうか、そういうお話ではありません。それを問いません。その上に神の愛があるわけですから。神の愛がいかなるルールや、いかなる法律、いかなる決まりがあってもその上にあるということを理解できるでしょうか。先程も申し上げましたようにこのように神様の愛がイエスによる救い、イエスによる真の癒しが優先であるということが分かっていれば、そのときからその人はすべてからいかなるものからも解放され自由になります。これは無視するという意味とは違います。つまり、今までその人を捕えていたもの、その人の人生を根本から動かしていたもの、それが全部解き放たれて、つまり、その人の中に絶対的なものというのが無くなってしまいます。言葉を変えますと、極端に表現しますとすべてがどうでもよいものです。それを自由と言います。いつそれが可能になるのでしょうか。そうでない限りは神様の愛が何であって、イエスの救いがどのようなものなのか、それが最優先にならない限りは何かが優先の座にしっかり座っているので、結局はその奴隷になります。束縛になります。それが家庭のこだわりであれ、子どものこだわりであれ、今までのイデオロギーであれ、あるいは伝統であれ、世の中の道徳、法律であれ、ある意味、神様の愛が何であって人間には神の愛が絶対に必要でそれが最優先だということが分かっている者は、極端に言うと神の愛のためであれば、すべてを全部破ることも可能なのです。すべてを全部捨てることも可能です。それを自由と言います。ただ世の中の多くの人はもちろん奴隷の状態で、クリスチャンでもなぜ自由にならないのでしょうか。私たちが葛藤がずっとあって、泣いたり笑ったり心配したりすることが悪いというわけではありませんが、結局は何かにいまだに奴隷の状態で、何かに捕らわれているからそのような結果になるのです。なぜでしょうか。そういったものが依然と私たちの大きな部分で影響を与えているからです。言葉を裏返しますと、そういったもののはるか上に最優先にしてキリスト・イエスによる救い、神の愛が絶対的なものとして一番優先の場に座っていないからそうなってしまいます。別に何かがいらないとか無視するとかという意味ではありませんが、その影響力から早く抜け出して自由にならないといけません。たとえば体の健康が第1になっている者は神の愛が第1ではないので、体の健康に何かあったときにはその人はふらふら倒れるしかありません。また、それを基準にしてすべてを解釈して動くようになります。それは自由ではありません。つまり、その人の中に絶対的なものがなくなって、その人を捕えることがなくなって、その人が何かに引っかかるようなものがなくなってしまいます。それから、迷いが消えていくようになります。なぜ迷うのでしょうか。いろいろ引っかかるものがいっぱいあるからでしょう。神の愛に対して迷いがなくなります。神の愛が優先になれば、そして、今日イエスさまがおっしゃいました。自分の息子や牛が井戸に落ちたときには、あなたがたは安息日だからといって子どもたちを助けないのか。当たり前に当然ながら安息日なのかどうか関係なく助けるでしょう。当たり前でしょう。当然、子どもを助けることが優先でしょう。神様の愛も人を助けようとしていらっしゃる、その神の愛も優先中の優先です。特に、今日の聖書にあるように私たちは神様の愛がいかなるものの上に優先であるというメッセージだけでなく、それが自分の中で当たり前で当然なものになるようにしなければなりません。本当に人の霊的な事情が分かっていれば、ただの優先でなく当然、優先です。皆、癌にかかっていないと安全だと思っているでしょう。そして、大変な災害に遭っていないと今は安全と思っているかもしれません。皆、肉体的に考えているから。聖書は言っています。いかなる人間でも、どういう状況にいる人でも、どこの民族、どの時代の人間でもすべての人は罪を犯したので神からの栄誉を受けることができない、すべての人はだから残念ながら悪魔、サタンを父と呼ぶしかない関係性を持って悪魔、サタンに支配され滅びる運命、地獄の運命の勢力に捕らわれて一歩も出られない状況に今います。ビル・ゲイツも総理大臣もホームレスも皆、霊的には同じ状態、つまり、霊的な目で見たときには皆、非常事態であり危機です。それが分かっていれば当然、危機のときには今までの平和なときに通じていた法律やルールや決りは全部、邪魔です。助けることだけが法律です。東大震災のときにも日本が一番弱いのは法律やルールを守ることに徹底的に命を懸けているので普通のときはよいです。非常事態になったときにその法律に捕らわれて人が目の前に死んでいくのに、法律はどうなっているのかとそれを議論するというのが政治です。どこの部署が、法務省なのか、国土交通省なのかとか。人が今苦しんでいるのに。つまり、それは世の中の人だからしょうがないでしょうけれども自由がありません。自分が主張していること、自分が偉いと思っていることが足を引っ張ることになります。そういうことに限界があります。だから、優先してはいけません。大優先と言うのは今、地球すべてが危機です。危機的な状況を知らないのでしょうか。そこで他のいろいろなこと、それが正しいかどうか分かりませんが、もしそれがあっていたとしてもそれにそんなにこだわってはいけません。一番先にこだわるべきことは人を助けないと、人が助からないと、人が癒されないとその癒しはイエスの他にはありません。悪魔のしわざを打ち壊して、人を根本から罪から私たちを引き上げて、真の神様のいのちを与えられるイエスの他には助けの道はありません。だから、イエスはキリストなのです。当然、当たり前に危機のときに子どもを助けるときに法律やルールを計算するでしょうか。自分の子どもを助けるときにはそうしながらも、つまり、彼らは法律、法津と主張していながらも自分は破るのです。破るしかないでしょう。神様は地獄の運命に捕らわれて滅びている私たち人を助けるために他は何も問いません。それが最優先なのです。神の愛、イエスによる癒し、救いの祝福、いのちの祝福、それは優先だけでなく当たり前に優先でないといけません。たまに優先ではなく、朝も、明日も、どんな状況でも当たり前に一番真っ先に神の愛、神の祝福を真っ先に持ってこないといけません。皆さんの前でだれかが間違ったことをして悪いことをしたとしましょう。あるいは不幸に陥って患っているとしましょう。真っ先に何を持ってくるべきでしょうか。皆さんの同情でしょうか。道徳、ルールでしょうか。真っ先に神の愛を持ってこないといけません。神はその人を助けることを望まれます。助ける道はイエスしかありません。だから、いつもイエスです。あとから結論で申し上げますが、それがまず皆さん自分自身に適用されないといけません。神様の愛、良い言葉でしょう。特に日本の教会は私が知っている限りはイエス・キリストと言う言葉よりは、福音と言う言葉よりは神の愛という言葉が好きです。いっぱい使います。教会の中には「神は愛なり」とどこに行っても書いてあります。それほど愛、愛と言いながらも愛が何か分かっていません。イエスが抜けている愛は愛ではありません。そして、その愛は私たちを心から感傷的にするための言葉ではなく、愛は絶対的に当たり前に当然である優先です。本当は最初、メッセージのテーマを「当然なる優先」と書いたのですが、あとで黙想しながら格好は良いのですが意味がよく分からないと思って変えました。神様の愛は優先すべきものだけではなく、私たちにとって当然だから、つまり、他の何かが首を突っ込むことができないように、すばやく全部抑えるくらい当然なのです。つまり、迷いなくということです。神の愛を取り上げることに迷いはありません。あってはいけません。
パウロは言いました。私は異邦人の前では異邦人のように、ユダヤ人の前ではユダヤ人のように 、律法のある者にはある者のように、ない者にはない者のように、カメレオンみたいになる、それが自由です。理由はその人がユダヤ人なのか、律法があるかどうか、そういうことは優先ではありません。どうしてでも一人のたましいでも救うことができるのであれば、そちらを選ぶということです。神様の愛が大優先なのでその人が律法ある者なのかない者なのか、そういうことにこだわりません。そこは逆に自由になります。勝手にやるという意味とは違います。これが神様の愛が分っているパウロの告白です。パウロの在り方です。

それからパウロはこういうことも言いました。教会の中に偶像崇拝にささげたものが入ってきて、それを昔は食べざるをえないような状況だったようです。それで食べることを見て律法的な人が「偶像崇拝にささげたものを食べるのか。不敬虔な者」と言いました。食べる人は異邦人の出身なのでなぜそれを食べるのかと言われて「食べ物に何が付いているのか。自由ではないのか。信仰のない者よ」と争いました。そこでパウロが言いました。「私はどんな食べ物でも全部食べる自由があります」と。どういう意味でしょうか。食べるか食べないかではなく、本当に神の栄光が現されて、神の愛がどれほど実現されるかがテーマであって、食べるか食べないか、神の国は食べ物にあるものではないとパウロは言いました。そうしながらも最終的には「もし私が食べることによって信徒のだれか、信仰の弱い者、律法的な者がつまずくことがあればわざとそれを食べる理由はありません。食べません。食べない自由もあります」と言いました。つまり、食べるか食べないか、そんなことはどっちでも構わないのです。問題はそれではありません。どうすれば信徒のたましいが力を得て、また未信者の人々がイエスによって神様に立ち返って、そのたましいが助かるのかがテーマです。それが最優先なのです。だから、必ずこうすべきだということはありません。この神の愛、神の救いを優先にしてそれに有利な方向に行けばよいのです。なぜこれをこんなにも力強く語るのかと言うと、聞きながらもどうしても他の何かが皆さんの脳細胞を先に捕えてなかなか抜け出すことができないからです。それが心から非常に残念に思っているのです。そして、その何かをしっかり守ることが偉いことだと、自分の頭の中で思っています。皆さんが絶対守るべきもの、理論、ルールは一切存在しません。それを絶対と思っているそのときに神の愛が２番目、３番目に下がってそれが塞がれるようになります。それでもよいでしょうか。だから、結局は自分も知らないうちにパリサイ人と同じように矛盾だらけになるのが、そのようには言わないのですが「これですよ。こうしないといけない」と言っているときに神の愛が塞がれてもよいですか。「もう神の愛なんてどうでもよい。とにかくこれだ」という格好です。でも、本人はそんなつもりはないのですが、結果的にそういうことです。ですから、神様の愛、イエスによる真の癒し、真の救いの祝福はいかなるものより優先であるということを心に約束として握ってください。しかも、人の霊的な事情が分かっていれば少しだけでも考えてみてください。危機です。非常事態です。私たちがあまりにも非常事態だという感覚がないときに神様は物理的に非常事態を招いていらっしゃいます。癌を与えたり、何か人の手に負えないいろいろなことを許されることによって「ほら、あなたの人生は非常事態と知らないのか」と問われるのです。ふわっと目が覚めて「キリスト」となるように。何もかも全部下して「キリスト、神の愛」となるように。神様の愛を語るときに複雑になってはいけません。だから、非常事態ということになれば複雑に、ややこしくなりません。なぜ複雑でややこしいかというと、政治家の人々は実際、自分がやられていないので非常事態と言う感覚がありません。それでルールがああだ、こうだという方向に走るようになります。パリサイ人のように。だから、議員の中でも東北出身、自分の家族がそこでやられた議員は必死です。違います。イエスさまが今おっしゃっているのも「もしあなたの子どもが井戸に落ちたらどうなりますか。他の人が今苦しんでいるのに、癒すということに対して法律を持ってああだ、こうだと言っているけれども、自分の子どもが落ちたら法律がなんだということは全部忘れて助けるでしょう。それは何ですか」という話です。危機です。非常事態だということを覚えて、これだ、あれだということが全部通用しない、当たり前に優先にしないといけません。他に理由や条件がありません。とにかく無条件、神の愛、イエス・キリストです。人は神の愛によって助からないと他に希望はありません。億万長者になったとしても滅びます。非常事態です。クリスチャンでありながらもキリストの感覚が鈍い方々はずっとどこか霧の中を歩くようにすっきりしません。その理由は危機の意識がないからです。危機的な意識が。それはもちろん神様の恵みでしょうけれども。
それで、先ほどから申し上げましたように、このように神様の愛が優先でなく、当然なる優先になっていないとその人は矛盾の人生から抜け出すことができません。イエスさまがおっしゃったようにパリサイ人に言いました。「あなたがたは物を盗んではいけないと言いながら自分では物を盗んでいるでしょう」と。この矛盾です。それから、マタイの７章、山上垂訓の最後の方にも「人を裁いてはいけません。その裁いたことであなたがまた裁かれるようになる」とあります。それというのも裁くこと自体がもう矛盾だということです。自分が裁いているのですが、自分自身が裁かれるものをもって裁くのです。それが法律や律法、ルール、決まりというものの限界であり、そのような矛盾の中、結局は神様の愛が大優先、当たり前な優先、気持ち的にも実際的に優先にならないと、その人は人生をどのように生きるかと言うと、何かを守るのですが無理やり守りながら無理やりな人生を送るしかありません。

それから、何かを守ったときには本当に自分が守った、それで偉いと勘違いしながら人生を生きるしかありません。つまり、神様の愛が優先にならない限りは無理やりな人生、勘違いな人生であり、本当は守れないものです。矛盾だらけの中、それを守らないとならないのでいつも負担を抱え重荷を背負って歩くしかありません。もう一度と言います。神様の愛が当然なる優先にならないと無理やり、勘違い、重荷の人生を歩くしかありません。
　　
　それから、最後にはパリサイ人のように自分で意識しているか、していないか関係なく、自分でも守れないものを他の人に「守りなさい」と教える矛盾だらけの偽善者の人生を送るしかありません。その人の内側に入って心の状態がどうなのか全部探ることはできませんが、実際はそうです。これ自体が全部人生の重荷です。勘違いも重荷、無理やりも重荷、負担も重荷、偽善も重荷、もう重荷だらけの人生になるしかありません。イエスさまは「すべて疲れて重荷を持っている者はわたしのところに来なさい」とおっしゃいました。重荷を負うしかないでしょう。神様の愛が分かっていないから。イエスによって示された神様の愛が。これを約束として心に留めていただきたいと思います。
　そうならば、皆さんはこのような結論を出して、今週１週間戦ってみてください。そういう意味で、本当に神様が喜ばれる、また勝利する人は柔和な人です。何か自分なりの主張が強い人はこれから考えてみてください。神の愛以外に何かの主張が強くて頑固であり、あるいは何か頭の中が複雑でややこしい人は神の愛が優先になっていないと考えて、それらを全部捨ててください。あまり主張など持たないでください。それが皆さんの首を絞めることになります。

それから、もう一つ言いますと、何か周りの他人が間違っていることに耐えられない人がいます。それは良い言葉では正義感のある人と言います。そのような正義感などは首を絞めることになります。そんな正義感などは全部捨ててください。そんなに正しいと言えるようなこと、正しい正しくないと争うようなこと、それも意味のないことだと心に留めてください。「でも正しくないのに」もちろんそうです。分かっていればよいのです。最後の最後まで正しいか正しくないかを決着をつけているうちに神の愛がどこか飛んでいきます。それは神の愛が優先ではないからです。神の愛が優先になれば、自分が正しくないことを知らないからではなく、それが優先にならないのである意味どうでもよい、正しいから問題ではなく、その人が神の愛に気づいて、イエスの福音を聞いて本当にたましいに安らぎが与えられるかどうか、それにはどちらがよいのかを考えて我慢したり、自分が譲ったり、自分が悪かったということもあります。優先は神様の愛です。人をイエスによって癒される、真の癒し、そこに現れる神様の愛。どうすればそのたましいに安らぎが、神の祝福が分かるようになるのか。その人のたましいが力を得て回復できるのか、そこがいつも私たちのテーマです。それをテーマに取り上げた場合には頑固になる必要はないし、主張もありません。でも、それを１週間よく考えてください。皆さんの中に何かの主張や何かのルールや何かの頑固さなどがあれば、「これは絶対に譲れない」というもの全部捨ててください。人間はこうであるべきだ。それは皆さんの思いであって聖書にはそう書いてありません。そのこうであるべきだという理論のために神の愛がどこか隠れるのです。神様の愛のためには皆さんが人間はこうであるべきだと頑固に主張しているその反対の方が神様の愛に適していた場合は反対を選びます。基準がありません。人はすべて罪を犯して危機です。
　　
　それから、最後です。とにかく、正しいか正しくないかを争うことに命をかける場合がありますが、そういうことをしないようにしてください。だいたい全部、譲ってください。負けるようにしてください。神の愛を握ってその人のために祈るようにしましょう。馬鹿だからではありません。なぜこれをまた私が言うのかと言うと、私がそのような人間だったからです。今もときどきそのようなことが出てくるときがあります。私はそのような人間で、それが正しい、格好良いと思って、それが偉いと思っていました。自分の主張をとおすこと、皆に納得してもらうのです。何のためにかと言うと自分の満足感のために、自分が偉いと示すためにです。いりません。そうしている間に本当の神の愛が届くことに邪魔になります。一つだけ。人は非常事態、危機です。だから、理由、条件なしで神の愛が大優先で、その神の愛はイエスです。皆さん自分自身に対して、イエスによる神の愛に対して迷いを全部なくしてください。これっぽっちも迷わないで思う存分、それを一番真っ先に取り上げてのめり込んで取り組んで入ってください。日々毎日です。もし、それに少しでもブレーキをかけるものがあれば全部カットしてください。それは違います。神の愛を邪魔するようなものはありません。どんな理由であっても。

　それから、最後に現場において人々のいろいろな状況を見るときに何を今優先に考えているでしょうか。そのたましいがイエスの愛によって助かる伝道を優先にして、すべてを再整理するようにして見てください。そうすると、それからそれにどのような姿勢で対処すべきなのかと言う答えが出ると思います。１週間、本当にやってみてください。皆さんの周りの人々、関わっている人々、現場を見ながらやってみてください。今までは何が優先だったでしょう。その人が良い人悪い人、優しくしてくれるかどうかではなくて、伝道を中心にして見ていてください。それで自分がどうあるべきなのか、あり方はどうすべきなのかということをよく考えてみてください。神様が現場に祝福の証拠を与えてくださるでしょう。
（お祈り）
恵み深い天の父なる神様。ありがとうございます。今日も神様がイエスの癒しによる神の愛を教えてくださりありがとうございます。どうか神様の愛がいかなるものの上に立って優先であり、また私たちにとって当たり前で当然なる優先になって、矛盾だらけの人生から抜け出して神の勝利の人生を一人一人が歩むことができるように。そして、まず一人一人が神の愛に迷いなく溺れて、すべてから自由になるように祝福を与えてください。イエス・キリストの御名によってお祈りします。アーメン
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